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この「官製」有識者会議の議論に引きずられることなく、要らないダムは要らない！ダムに

頼らない治水を！と地道に地元を中心とする運動を積み重ねていく重要性が一層増している。

「凍結継続」としながらも「５億円」予算 ～ ムダそのもの

１２月３日に上記の 有識者会議 の第１回会合が開かれた その資料を見る限り この 有「 」 。 、 「

識者会議」の議論対象は洪水対策に限られ、徳山ダム導水路（木曽川水系連絡導水路）事業と

は「関係ない 。徳山ダム導水路事業の是非は、８９０億円の巨費を投じて ① 異常渇水時」

び河川環境改善のための徳山ダムからの緊急水補給 ② 名古屋市・愛知県は徳山ダムからの

水道水・工業用水の導水 をする必要があるかどうかにかかっている。

政府予算案では、この事業に５億円の予算をつけている 「基準づくり」が出来るまで、ペ。

ンディングにしておく「費用」なのだろうか？ 事務所維持費と人件費と諸「調査」費に５億

円もの予算…まさにムダでしかない。こうした予算が積み上がって事業の「進捗率 （＝事業」

費消化率）を上げ 「ここまで進捗してしまったから、もう後戻りはできない」として事業を、

進めてしまうのは「毎度お馴染みの構図」である。まさにムダであり、有害でしかない。

長良川河口堰建設・徳山ダム建設の検証と評価を

どう考えても徳山ダム導水路（木曽川水系連絡導水路）事業には理がない 「徳山ダムがで。

きちゃった」からには導水路がないと名古屋市や愛知県の顔が立たない、本格運用開始後１５

年経ってもまともに使っていない（使う必要がないから！）長良川河口堰の中流部取水のきっ

かけも作っておきたい … 要するに長良川河口堰と徳山ダムの建設を正当化することだけが目

的としか考えられない。逆に言えば、長良川河口堰建設と徳山ダム建設の総括と評価をきっち

りと行うことが求められている 「５億円」は、その作業へと振り向けられるべきであろう。。

１０月２７日 「長良川市民学習会」 岐阜県に要請書提出
岐阜県は、導水路事業の「岐阜県の効果」として『導水路により…木曽川上流ダムの貯水量

が温存され可茂・東濃地域では渇水被害が大幅に緩和される と強調しています しかし 木』 。 「（

曽川水系連絡導水路）事業実施計画」にはそのような「効果」は記載されていません。また木

曽川上流ダム群に多くの未利用水を抱えたまま、さらに施設が必要だとするのは変です。

１０月２７日、長良川市民学習会として、知事宛に質問＆要請書を提出し、岐阜県河川課と

。 、 、交渉をもちました 短時間で多くの質問項目の回答があり 十分な議論はできませんでしたが

結局のところ 「岐阜県の効果」には、合理的・科学的裏付けはないことが、より一層明らか、

になりました。導水路事業を巡って、古田知事との直接の懇談をしたいと求めました。

愛知県導水路住民訴訟
、 、 。 （ ）１０月２１日 第２回口頭弁論が行われ 原告２名が意見陳述を行いました 被告 愛知県

は、まだ内容的な反論を行ってきていません（ 年１２月２５日締切を延ばした 。2009 ）

次回口頭弁論は、１月１４日（水） ～ です。原告意見陳述を予定しています。10:10

水が足りない徳山ダム ～「渇水対策容量」のお出まし ～
９月２６日に、木曽川水系水源施設現地調査ツアーで訪れた徳山ダムは、水位が下がり、洪

水吐きのダム湖側のコンクリート部分に付着した藻類が腐臭を漂わせる状態であった。
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１２月８日、中部地整は「揖斐川流域における近年３０年間で２番目の異常渇水状況につい

て」という発表を行った。９月の少雨で徳山ダムの水は（ほとんど流入せず）放流するばかり

で、不特定容量を全部使い切り、発電容量を回してもまだ足りず、ついに「渇水対策容量」を

、 。 「 」 。使い始めた という どうやら 徳山ダムの渇水対策容量が早速役立つ！ と言いたいらしい

そもそも集水域が２５４ｋｍ しかない川の最上流部に、総貯水量６億６０００万トンの巨2
大ダムを作るのには無理がある（たまたまこの２５４ｋｍ に降った雨しか貯められない。洪2
水調節にしても利水（不要！）にしても、この範囲に大量の降水がある、とする博打みたいな

話になってしまう 「どんなときにも基準地点・万石の流量が２０ｍ 秒を切らないように徳）。 3/
山ダムから補給する」という運用ルールが、徳山ダムの貯水を減らした要因だが、このルール

は、むしろ揖斐川の環境に悪影響を与えているように思える（まださまざまなデータが揃って

いないが 「徳山ダムの本格運用以後、漁獲量が減った」等の不満が漏れ聞こえる ）、 。

１１月３０日 第５回徳山ダムモニタリング部会
ダム湛水による環境変化を「見守る」というこのモニタリングは、 年夏までで調査を2009

終え、次回第６回にまとめを行って終了するのだそうだ（以後は一般的な「ダム等フォローア

ップ」に移行するという 。）

今回の資料を見ると 年４月～６月くらいに「下層（底から１ｍ 」で、総窒素やクロロフ09 ）

ィル でトンデモナイ値が出ている。どうやら採水のミスで、底の腐泥をすくってしまった、a
ということらしい。が、問題なのは、この部会の場でも、この異常な数値の原因は特定されな

かったことである。つまり「試験湛水後概ね３年の間に、何か異常な変化の兆候があったら対

処する 目的で行われてきた モニタリング は 実は異変があっても 異常値が出ても 原」 「 」 、 （ ）「

因解明も含めて、何もしない」ものであったことがよく分かる 「できちゃった」ダムの環境。

などどうでも良い、ということか？ ちなみに 年度徳山ダム管理業務費（約１１億円）中08
の測量及試験費（水文水質観測、環境調査等）は、約３４億円である。.

市民による「豊かな海づくり大会」 実行委員会始動へ

２０１０年６月５日（土）、６日（日） 岐阜で

（抜粋）豊かな川から豊かな海へ 市民による「豊かな海づくり大会」の呼びかけ

粕谷志郎（長良川市民学習会）／辻 淳夫（藤前干潟を守る会）

６月に、岐阜県主催の第３０回全国豊かな海づくり大会 岐阜長良川大会が催される予

定になっています。副題は「清流がつなぐ未来の海づくり」となっていますが、長良川は

河口堰の建設で海とのつながりが妨げられたままとなっています。河口堰運用１５年とな

りますが、堰下流のヘドロは深刻で、底生動物が見あたりません。堰上下流のヘドロには

環境ホルモンなどの化学物質や重金属が堆積しています。鮎やサツキマスの漁獲にも深刻

な影響を与えています。さらに、徳山ダムに貯めた水を長良川に流そうとする導水路計画

も、当面の事業凍結とはなりましたが、当の岐阜県が計画実施を求めています。無駄な事

業であるばかりか、冷たい、藻類の繁茂したダムの水を流すことによる環境悪化の懸念を

払拭することは出来ません。

このような、長良川や伊勢湾が抱える問題を考える、市民による「豊かな海づくり大会

を呼びかけます。
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設楽ダム住民訴訟第１審 大詰めへ
１１月、１２月に６回の期日を使って証人尋問が行われました。被告（愛知県）側の証人は

「役人答弁」に終始し、同時に例えば「渇水」に関する基礎的な知識すらもないことがはっき

りしました 「国の計画だから（県は知らなくても良い 」ということでしょうか？ だとした。 ）

ら、なんで愛知県はかくも必死に設楽ダム建設を推進するのでしょうか？

原告側証人は、利水・治水・環境について、それぞれ説得力ある意見を述べ、設楽ダムは不

必要であるばかりか、自然環境を悪化させる懸念が大きいことを明らかにしました。

次回口頭弁論 ３月１０日（水）１１時～

１０月１９日に投開票が行われた設楽町長選では、伊奈紘さんは善戦しましたが、ダム推進

を掲げる候補に敗れました。しかし、設楽町議会議員の中に「ダム見直し」を求めるグループ

が結成されるなど、設楽町内でも「ダムに頼る町政」への疑問の声が大きくなっています。

川の上流部の多くがダムによって壊されてきました。寒狭川に残る豊かな自然は貴重なもの

です。もうこれ以上川を壊してはいけない！ 力を結集して止めていきましょう！

次回口頭弁論 １月２１日（金） ～ 結審新川決壊水害訴訟控訴審 10:00

２００９年会計報告と今後のお願い

「徳山ダムができちゃったから」導水路事業は、まさに「徳山ダム」が発生させている問題

であり、当会としても、その中止に向けた運動に積極的に協力してまいります。同時に 「徳、

山ダム建設中止を求める会」の運動の記録を残す作業も少しずつですが、進めています。

そうはいっても、このニュース等の発行回数も減っていきますので、主に通信費として皆様

から頂いている年会費を１０００円といたします （上乗せカンパは大歓迎です）。

これまで会費・カンパをお寄せ下さった皆様のご厚意に感謝するとともに、引き続き、会費

・カンパをお願いいたします。

会としての残高 801,562収入 496,838 （現金繰り越しを除く。本の売り上げを含む）
44,487支出 現金383,489

249,697郵便局
507,378支出内訳 銀行

142,583通信費
691,213郵送費 前年からの繰り越し99,985

24,845 2,176他団体へ 現金
(*1) 58,360 183,257資料費 郵便局

(*2) 57,716 505,780紙・文具等 銀行

長良川市民学習会等への協力分を含む*1
機械保守及び雑費を含む*2

徳山ダム建設中止を求める会 代表：上田武夫「やめよ！徳山ダム」
http://www.tokuyamadam-chushi.net http://tokuyamad.exblog.jp/公式 HP 事務局長ブログ

編集責任：近藤ゆり子 大垣市田町１－２０－１事務局 〒 503-0875
TEL/FAX Email k-yuriko@octn.jp０５８４－７８－４１１９ ：

年会費 １０００円郵便振替：00800-7-31632








